
外交 Vol.78 Mar./Apr. 2023 124

東
京
大
学
教
授

板
橋
拓
己

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か
ら
三
日
後
の
二
〇
二
二

年
二
月
二
七
日
、
ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ル
ツ
首
相
が
連
邦
議
会
の
特
別
会

議
で
行
っ
た
演
説
は
画
期
的
だ
っ
た
。そ
れ
ま
で
の
政
策
を
転
換
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
、ロ
シ
ア
に
対
す
る
厳
し
い
経
済
制
裁
、

防
衛
費
の
増
額
、
ロ
シ
ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
か
ら
の
脱
却
な
ど

に
踏
み
切
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
防
衛
費
に
関
し
て
は
、

二
二
年
に
一
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
（
約
一
四
兆
円
）
の
「
特
別
基
金
」

を
計
上
し
、
さ
ら
に
「
今
後
毎
年
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
％
以
上
を
防
衛
費

と
し
て
投
じ
る
」
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
演
説
は
、
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
劇
的
な
変
化

を
予
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

無
理
も
な
い
。
侵
攻
直
前
ま
で
シ
ョ
ル
ツ
は
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
を

結
ぶ
海
底
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
「
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
」
の
認

可
停
止
を
渋
っ
て
い
た
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
も
拒
ん
で

い
た
。

　

し
か
し
、「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」
が
ド
イ
ツ
を
変
え
た
。
す
で
に

二
月
二
二
日
、
シ
ョ
ル
ツ
は
「
劇
的
に
変
化
し
た
状
況
」
に
鑑
み
、

ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
の
認
可
手
続
き
停
止
を
つ
い
に
表
明
し
た
。

そ
し
て
、
二
四
日
の
侵
攻
を
受
け
て
、
二
六
日
に
シ
ョ
ル
ツ
は
対
戦

車
兵
器
一
〇
〇
〇
基
、携
帯
型
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
」

い
た
ば
し　

た
く
み　
一
九
七
八
年
生
ま
れ
、
北

海
道
大
学
卒
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
同
大
学
助
教
、
成
蹊
大
学

教
授
、
ケ
ル
ン
大
学
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て

二
〇
二
二
年
か
ら
現
職
。
著
書
に
『
分
断
の
克
服

1989-1990 

統
一
を
め
ぐ
る
西
ド
イ
ツ
外
交
の
挑

戦
』『
黒
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』『
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー 

現
代

ド
イ
ツ
を
創
っ
た
政
治
家
』
な
ど
。

ド
イ
ツ
外
交「
ポ
ス
ト
冷
戦
」時
代
の
終
焉
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
、

ド
イ
ツ
の
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
の
世
界
観
は
砕
か
れ
た
。

ナ
チ
の
過
去
を
克
服
し
つ
つ
西
側
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
、

一
方
で
東
方
に
融
和
的
な
独
自
の
政
策
を
展
開
し
て
き
た

「
嫌
々
な
が
ら
の
覇
権
国
」
は
ど
こ
へ
向
か
う
か
。
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五
〇
〇
基
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
す
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
や
は

り
そ
れ
ま
で
た
め
ら
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
の
国
際
銀
行
間
通
信
協
会

（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
排
除
に
も
同
意
し
た
。
そ
し
て
、
二
七
日
の
シ
ョ

ル
ツ
演
説
に
至
る
。
ほ
ん
の
数
日
間
で
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
が
大
転

換
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
も
そ
も
シ
ョ
ル
ツ
が
演
説
で
提
示
し
た
政
策
が
貫

徹
さ
れ
る
保
証
は
な
い
。
周
知
の
通
り
、ド
イ
ツ
の
武
器
供
与
の「
遅

さ
」、
と
り
わ
け
戦
車
供
与
へ
の
た
め
ら
い
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
同

盟
国
か
ら
批
判
さ
れ
た
し
、
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
％
目
標
も
ど
う
や
ら

「
毎
年
」
達
成
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
。
と
も
あ
れ
、
ド
イ
ツ
は
本

当
に
「
目
覚
め
た
」
の
か
、
シ
ョ
ル
ツ
演
説
の
内
容
は
実
現
さ
れ
る

の
か
と
い
っ
た
現
在
進
行
形
の
問
題
に
つ
い
て
は
（
筆
者
も
別
の
媒

体
で
論
じ
て
は
い
る
が
）
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

　

本
稿
で
論
じ
た
い
の
は
、
今
次
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
、

長
期
的
な
ド
イ
ツ
外
交
の
歴
史
の
中
で
持
つ
意
味
で
あ
る
。
シ
ョ
ル

ツ
は
演
説
の
冒
頭
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
二
〇
二
二
年
二
月
二
四

日
は
、
わ
れ
わ
れ
の
大
陸
の
歴
史
に
お
け
る
時
代
の
転
換
を
示
し
ま

し
た
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
時
代
の
転
換
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
も
は

や
世
界
は
そ
れ
以
前
の
世
界
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
演

説
で
繰
り
返
さ
れ
た
「
時
代
の
転
換
（Zeitenw

ende

）」
と
い
う

言
葉
は
国
際
的
に
も
人
口
に
膾
炙
し
、
ド
イ
ツ
語
協
会
は
二
〇
二
二

年
の
「
今
年
の
言
葉
」
に
「Zeitenw

ende

」
を
選
出
し
た
。

　

で
は
、
い
か
な
る
「
時
代
」
の
「
転
換
」
な
の
か
。
こ
こ
で
問
わ

れ
て
い
る
の
は
、
冷
戦
終
結
以
降
の
ド
イ
ツ
外
交
の
世
界
観
で
あ

り
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
」時
代
の
ド
イ
ツ
外
交
の
あ
り
方
に
他
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
冷
戦
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
長
期
的
な
視
座

か
ら
戦
後
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
俯
瞰
し
、
ど
の
よ
う

に
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
期
の
ド
イ
ツ
外
交
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
し

て
い
ま
何
が
「
転
換
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
（
あ
る
い
は
何
が

変
わ
ら
な
い
の
か
）
を
展
望
す
る
。

二
重
の「
西
側
結
合
」—

—

戦
後
ド
イ
ツ
外
交
の
大
原
則

　

現
代
ド
イ
ツ
外
交
の
基
本
原
則
の
多
く
は
、
冷
戦
期
に
形
成
さ
れ

た
も
の
だ
。
そ
の
な
か
で
も
、
ま
ず
は
最
上
位
の
原
則
と
な
る
「
西

側
結
合
（W

estbindung

）」
路
線
が
、第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
ド

イ
ツ
問
題
」
へ
の
（
西
）
ド
イ
ツ
自
身
の
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
（
な
お
、
現
在
の
ド
イ
ツ
外
交
は
冷
戦
期
の
西
ド
イ

ツ
外
交
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

＝
東
ド
イ
ツ
に
は
触
れ
な
い
）。

 

「
ド
イ
ツ
問
題
」
は
歴
史
的
に
多
義
的
な
言
葉
だ
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
意
味
を
持
っ
た
。
第
一
は
、
ナ
チ
の

台
頭
を
許
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
で
あ
る
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ド
イ
ツ
を
い
か
に
封
じ
込
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
近

隣
諸
国
や
、
西
独
領
域
の
占
領
に
当
た
っ
た
米
英
仏
の
西
側
三
ヵ
国

に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題
だ
っ
た
。
ま
た
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
も
、

自
分
た
ち
が
再
び
ナ
チ
の
よ
う
な
勢
力
の
台
頭
を
許
さ
ず
、
国
際
的

な
信
用
を
回
復
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

第
二
は
、
冷
戦
下
の
分
断
国
家
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
分
断
国
家

西
ド
イ
ツ
は
、
東
西
冷
戦
の
最
前
線
に
位
置
し
た
た
め
、
西
側
全
体

の
安
全
保
障
に
関
わ
る
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
西
側
諸
国
は
、
西

ド
イ
ツ
を
再
軍
備
さ
せ
つ
つ
も
、「
独
り
歩
き
（A

lleingang

）」
を

防
ぐ
た
め
に
、
多
国
間
的
な
安
全
保
障
体
制
に
し
っ
か
り
と
縛
り
付

け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
統
一
問
題
や
ベ
ル
リ
ン
問

題
に
関
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
主
権
回
復
後
も
米
英
仏
の
西
側
三
ヵ

国
が
権
限
を
留
保
し
続
け
た
。

　

第
三
の
問
題
は
、ド
イ
ツ
の
経
済
力
で
あ
る
。
敗
れ
た
と
は
い
え
、

や
は
り
西
ド
イ
ツ
経
済
の
潜
在
力
は
大
き
く
、
大
戦
で
疲
弊
し
た
西

欧
諸
国
の
復
興
と
繁
栄
の
た
め
に
も
、
西
側
は
ド
イ
ツ
の
資
源
や
経

済
力
の
活
用
を
企
図
し
た
。
要
す
る
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西

側
世
界
の
課
題
は
、西
ド
イ
ツ
を
「
脅
威
」
と
し
て
封
じ
込
め
つ
つ
、

西
側
の
安
全
保
障
体
制
に
組
み
込
み
、
か
つ
そ
の
経
済
力
を
西
欧
諸

国
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

か
か
る
「
ド
イ
ツ
問
題
」
の
性
格
を
西
ド
イ
ツ
側
で
よ
く
理
解
し
、

そ
の
解
と
し
て
「
西
側
結
合
」
と
い
う
外
交
路
線
に
踏
み
切
っ
た
の

が
、
初
代
首
相
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
在
任
一
九
四
九
〜
六
三
年
、
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟
〔
Ｃ
Ｄ
Ｕ
〕
所
属
）
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、

ド
イ
ツ
人
の
宿
願
で
あ
る
ド
イ
ツ
統
一
を
棚
上
げ
に
し
て
で
も
、
西

側
世
界
と
の
緊
密
な
関
係
の
構
築
を
最
優
先
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
西
ド
イ
ツ
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
と
他
国
と
の
「
平
等
権
」
の

獲
得
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
「
西
側
結
合
」
路
線
に
よ
り
、
西
ド

イ
ツ
は
「
Ｅ
Ｕ
＝
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
体
制
」（
遠
藤
乾
）
と
呼
べ
る
複
合
的

な
国
際
体
制
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
く
。
ま
ず
軍
事
・
安
全
保
障
面
で

は
、
一
九
五
五
年
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
、
再
軍
備
と
同
時
に
、
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
大
西
洋
同
盟
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
し
て

経
済
面
で
は
、
西
欧
諸
国
、
と
り
わ
け
か
つ
て
の
「
不
倶
戴
天
の

敵
」
フ
ラ
ン
ス
と
連
携
し
な
が
ら
、
五
〇
年
代
に
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共

同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
や
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
と
い
っ
た

超ス
ー
プ
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

国
家
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
着
実
に
進
展
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
大
西
洋
同
盟
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
、
い
わ
ば
「
二
重

の
西
側
結
合
」
に
よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
は
（
統
一
問
題
な
ど
を
除
け

ば
）
主
権
を
回
復
し
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
統
一
を
優
先
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
批
判
的
だ
っ
た
左
派
で

最
大
野
党
の
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
も
、一
九
六
〇
年
代
に
は
「
西
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側
結
合
」
を
受
容
し
、
同
党
が
政
権
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
、
西
側

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
以
来
の
路
線
を
踏
襲
し
た
。

　

こ
う
し
て
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
「
西
側
結
合
」
は
、
個
別
利
害
や

単
な
る
「
国
益
」
を
超
え
た
国
家
の
存
立
基
盤
に
関
わ
る
行
動
準
則
、

す
な
わ
ち
「
国
家
理
性
」（
Ｅ
・
コ
ン
ツ
ェ
）
と
な
っ
て
い
く
。

「
西
側
結
合
」
プ
ラ
ス
「
東
方
政
策
」

　

と
は
い
え
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
流
の
「
西
側
結
合
」
だ
け
で
は
、
ド

イ
ツ
統
一
問
題
お
よ
び
東
側
と
の
関
係
で
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
九
六
一
年
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
建
設
や
、
ド
イ
ツ
統
一
問

題
を
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
進
ん
だ
米
ソ
間
の
緊
張
緩
和（
デ
タ
ン
ト
）

を
前
に
し
て
、
従
来
の
西
ド
イ
ツ
の
立
場
、
す
な
わ
ち
東
ド
イ
ツ
を

国
家
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
拒
み
、
自
ら
を
唯
一
正
統
な
ド
イ
ツ

国
家
と
主
張
す
る
立
場
は
、
現
状
と
乖
離
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
統
一
を

む
し
ろ
遠
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
刷
新
し
た
の
が
、
六
九
年
に
戦
後
初
の
Ｓ

Ｐ
Ｄ
出
身
の
首
相
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
「
東
方
政
策

（O
stpolitik

）」
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ト
の
「
東
方
政
策
」
は
、
西
ド

イ
ツ
外
交
の
一
大
転
換
点
で
あ
り
、
そ
の
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
ド

イ
ツ
外
交
に
深
い
刻
印
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

 

「
東
方
政
策
」
の
鍵
概
念
は
、「
接
近
に
よ
る
変
化
（W

andel 

durch A
nnäherung

）」
と
い
う
も
の
だ
。
ブ
ラ
ン
ト
の
側
近
で

あ
り
、
こ
の
概
念
の
発
案
者
で
あ
る
バ
ー
ル
は
、
東
側
の
正
統
性
を

否
定
し
て
接
触
を
拒
ん
で
も
状
況
は
改
善
し
な
い
の
だ
か
ら
、
む
し

ろ
接
近
す
る
こ
と
で
変
化
を
引
き
起
こ
そ
う
と
考
え
た
。す
な
わ
ち
、

従
来
の
対
決
姿
勢
を
改
め
、
と
り
わ
け
共
産
圏
の
盟
主
で
あ
る
ソ
連

と
の
合
意
を
重
視
し
て
東
側
と
の
「
接
近
」
を
図
り
、
現
状
を
い
っ

た
ん
承
認
し
た
上
で
「
小
さ
な
歩
み
の
政
策
」
に
よ
っ
て
分
断
の
克

服
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
バ
ー
ル
は
、
東
西
を
包
含
す
る
全

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緊
張
緩
和
を
進
め
て
こ
そ
、
ド
イ
ツ
統
一
は
達
成
さ

れ
る
と
し
た
（
妹
尾
哲
志
の
研
究
を
参
照
）。

　

か
か
る
構
想
の
も
と
ブ
ラ
ン
ト
は
、
東
側
諸
国
と
次
々
に
条
約
を

締
結
し
、
東
ド
イ
ツ
を
事
実
上
承
認
し
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
共

産
圏
と
の
人
的
・
経
済
的
交
流
を
進
め
た
。

　

こ
の「
東
方
政
策
」の
結
果
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
タ
ン
ト
も
進
ん
だ
。

そ
の
頂
点
が
、
七
五
年
に
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
米
加
の
三
五
ヵ

国
が
参
加
し
た
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
で
採
択
さ

れ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
権
平
等
、
武
力

不
行
使
、
国
境
不
可
侵
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
内
政
不
干
渉
な
ど

を
確
認
し
、
経
済
・
技
術
分
野
で
の
協
力
、
人
権
お
よ
び
基
本
的
自

由
の
尊
重
を
謳
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
文
書
は
ま
た
、
国
境
の
平
和
的

変
更
や
同
盟
選
択
の
自
由
を
定
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
ド
イ
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ツ
統
一
へ
の
大
き
な
後
押
し
と
な
る
。
さ
ら
に
、
同
文
書
の
人
権
条

項
は
、
ソ
連
や
東
欧
諸
国
内
の
反
体
制
派
に
、
政
府
に
よ
る
人
権
侵

害
を
批
判
す
る
根
拠
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
東
方
政
策
」
が
西
ド
イ
ツ

に
と
っ
て
、
ナ
チ
の
「
過
去
」
を
克
服
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
一
九
七
〇
年
一
二
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
関
係
正
常
化
条
約

に
署
名
す
る
た
め
に
訪
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
、
ブ
ラ
ン
ト
は
ゲ
ッ

ト
ー
跡
地
を
訪
問
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
犠
牲
者
追
悼
碑
の
前
で
跪
き
、
頭

を
垂
れ
た
。
こ
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
跪
く
西
独
首
相
の
映
像
は
世
界
中

に
広
ま
り
、「
過
去
を
反
省
す
る
ド
イ
ツ
」
の
ア
イ
コ
ン
と
な
る
。

　

な
お
、
ガ
ー
ト
ン
・
ア
ッ
シ
ュ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
東
方
政
策
」

は
、
ソ
連
を
は
じ
め
既
存
の
社
会
主
義
諸
国
と
の
和
解
を
重
視
す
る

あ
ま
り
、
東
欧
の
反
体
制
派
に
は
冷
淡
だ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
が
必

要
だ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
「
東
方
政
策
」
も
西
ド
イ
ツ
外
交
の
基
本

原
則
と
な
っ
て
い
く
。
野
党
時
代
に
は
「
東
方
政
策
」
を
批
判
し
続

け
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
も
、
同
党
主
導
の
コ
ー
ル
政
権
（
八
二
〜

九
八
年
）
が
成
立
す
る
と
、「
東
方
政
策
」
を
継
続
す
る
。

　

そ
し
て
、
九
〇
年
に
コ
ー
ル
政
権
の
も
と
で
達
成
さ
れ
た
東
西
ド

イ
ツ
統
一
と
い
う
成
果
は
、「
西
側
結
合
」
と
「
東
方
政
策
」
と
い

う
二
つ
の
外
交
路
線
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
コ
ー
ル
首
相
や
ゲ
ン
シ
ャ
ー
外
相
（
自

由
民
主
党
〔
Ｆ
Ｄ
Ｐ
〕）
ら
が
、
米
仏
を
中
心
と
す
る
「
西
側
」
と

の
結
び
つ
き
を
絶
や
さ
ず
、
統
一
後
も
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
を
誓

約
し
た
か
ら
こ
そ
、
統
一
は
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
他
方
で
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ソ
連
が
ド
イ
ツ
統
一
を
容
認—

—

ソ
連
に
と
っ

て
は
東
ド
イ
ツ
の
放
棄—

—

し
た
の
は
、「
東
方
政
策
」
以
来
の
関

係
が
あ
っ
て
こ
そ
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
で
も
多
く
の
（
特
に

欧
州
の
）
識
者
が
、
七
五
年
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
文
書
が
冷
戦
の
終

焉
に
決
定
的
だ
っ
た
と
考
え
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
「
東
方
政
策
」

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
実
際
に
は
ド
イ
ツ
統
一
を
め
ぐ
る
国

際
政
治
は
も
っ
と
複
雑
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
著
『
分
断
の

克
服1989-1990

』
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

か
く
し
て
「
西
側
結
合
」
と
「
東
方
政
策
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、

成
功
体
験
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
外
交
の
い
わ
ば
「
伝
統
」
と
な
る
。

東
西
統
一
と
冷
戦
の
終
焉
と
ド
イ
ツ
外
交

　

東
西
ド
イ
ツ
統
一
は
、
悲
願
の
成
就
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ド
イ

ツ
人
の
歴
史
認
識
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
た
。「〔
二
つ
の
世

界
大
戦
で
〕
二
度
も
歴
史
の
誤
っ
た
側
に
立
っ
て
し
ま
っ
た
世
紀
の

終
わ
り
に
、
つ
い
に
ド
イ
ツ
は
正
し
い
側
に
立
っ
た
」
と
解
釈
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
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反
省
的
に
こ
う
述
べ
た
の
は
、
二
〇
一
一
〜
一
七
年
に
ド
イ
ツ
外

務
省
政
策
企
画
局
長
、
一
七
〜
二
二
年
に
大
統
領
府
で
シ
ュ
タ
イ
ン

マ
イ
ア
ー
大
統
領
の
外
交
顧
問
を
歴
任
し
、
現
在
は
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド

大
使
を
務
め
て
い
る
ト
ー
マ
ス
・
バ
ガ
ー
で
あ
る
。

　

統
一
後
の
ド
イ
ツ
外
交
の
要
職
を
担
っ
て
き
た
バ
ガ
ー
は
、
一
九

年
に
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
誌
に
寄
稿
し
た
「
ド
イ
ツ

に
調
和
し
た
世
界—

—
一
九
八
九
年
の
再
評
価
」
と
い
う
論
考
で

興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
後
の
ド
イ

ツ
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」
と
い
う

有
名
な
テ
ー
ゼ
が
人
気
を
博
し
た
国
は
ま
れ
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
旧
東
ド
イ
ツ
を
含
む
中
・
東
欧
が
議
会
制
民
主
主
義
と
市
場
経

済
を
受
け
入
れ
て
い
く
様
は
、
自
由
民
主
主
義
を
歴
史
の
終
着
点
と

見
な
し
た
フ
ク
ヤ
マ
の
テ
ー
ゼ—
—

フ
ク
ヤ
マ
の
議
論
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
に
富
ん
だ
も
の
だ
っ
た
が
、
概
し
て
単
純
に
読
ま
れ
た—

—

の
証
明
と
ド
イ
ツ
で
は
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

一
九
八
九
年
に
歴
史
が
終
わ
り
、
ド
イ
ツ
は
最
終
的
に
正
し
い
側

に
立
っ
た
、
そ
し
て
世
界
は
い
ず
れ
必
然
的
に
自
由
民
主
主
義
で

満
た
さ
れ
て
い
く—

—

こ
の
バ
ガ
ー
が
指
摘
し
た
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
、

い
さ
さ
か
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代

の
ド
イ
ツ
外
交
の
世
界
観
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

か
か
る
世
界
観
は
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ
外
交
の
担
い
手
の
多
く
に

共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
帰
結
を
生
ん
だ
。

　

第
一
は
、「
東
方
政
策
」
を
範
と
す
る
関
与
政
策
の
継
続
で
あ
る
。

「
歴
史
の
終
わ
り
」
的
な
世
界
観
に
従
え
ば
、
や
が
て
は
世
界
中
の

国
々
が
、
市
場
経
済
と
自
由
民
主
主
義
を
受
容
し
、
収
斂
し
て
い

く
。
中
・
東
欧
諸
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
、
い
ず
れ
は
西

欧
に
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
」
す
る
だ
ろ
う
。
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア

も
、
中
国
も
、
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
開
か
れ
た
市
場

経
済
と
自
由
民
主
主
義
を
受
け
入
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ド
イ

ツ
が
す
べ
き
こ
と
は
、
冷
戦
期
の
「
東
方
政
策
」
の
よ
う
に
、
経
済

的
・
人
的
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る—

—

も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
ド
イ
ツ
経
済
の
利
益
に
適
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
が
、重
要
な
の
は
、

中
・
東
欧
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
や
中
国
へ
の
関
与
政
策
（
の

継
続
）
が
、
以
上
の
世
界
観
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
う

し
た
政
策
は
、
冷
戦
期
の
「
接
近
に
よ
る
変
化
」
に
な
ら
っ
て
、「
貿

易
に
よ
る
変
化
（W

andel durch H
andel

）」
と
呼
ば
れ
た
。

　

第
二
は
、
抑
止
と
防
衛
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。
統
一
以
前
、
東
西

ド
イ
ツ
は
冷
戦
の
最
前
線
と
し
て
、
地
球
上
で
最
も
軍
事
的
な
緊
張

を
抱
え
た
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
冷
戦
終
焉
に
よ
っ
て
、

コ
ー
ル
ら
政
治
家
た
ち
が
し
ば
し
ば
口
に
し
た
よ
う
に
、
地
理
的
に

ド
イ
ツ
は
「
そ
の
歴
史
上
初
め
て
友
人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
囲
ま
れ

た
」。
そ
れ
ゆ
え
統
一
ド
イ
ツ
は
「
平
和
の
配
当
」
を
求
め
た
。
冷
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戦
期
に
は
最
大
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
近
く
ま
で
あ
っ
た
防
衛
費
は
約

一
％
に
落
ち
、
二
〇
一
一
年
に
は
徴
兵
制
が
さ
し
た
る
抵
抗
も
な
く

保
守
政
権
の
も
と
で
停
止
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
冷
戦
終
焉
後
も
ド
イ
ツ
は
、
あ
く
ま
で
「
西
側
結

合
」
を
基
軸
に
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
枠
内

で
、
冷
戦
後
の
新
し
い
安
全
保
障
環
境
の
な
か
、
連
邦
軍
の
「
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
域
外
派
兵
」
に
踏
み
切
り
、
一
九
九
九
年
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政

権
（
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
五
年
）
下
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
コ
ソ
ボ
空
爆
に

参
加
し
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
は
左
派
の
社
会
民
主
党
と
緑
の
党

の
連
立
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
中
で
求
め
ら
れ
た
責
任
を
果
た
し

た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
は
イ
ラ
ク
戦
争

に
は
反
対
し
、
一
時
期
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
冷
え
込
ま
せ
た
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
連
邦
軍
を
派
遣
す
る
な
ど
、
軍
事
的
貢
献
を
し

て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、
も
は
や
ミ
リ
タ
リ
ー
・
パ
ワ
ー
で
は
な
く
シ
ビ
リ
ア

ン
・
パ
ワ
ー
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
領
域
防
衛
や
抑
止
で
は
な
く
危

機
管
理
や
予
防
外
交
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
統
一
後
し
ば
ら

く
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
論
の
基
調
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

崩
れ
て
い
く
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
の
世
界
観

　

こ
の
よ
う
に
、
東
西
統
一
と
冷
戦
終
焉
と
い
う
「
成
功
体
験
」

を
も
と
に
築
か
れ
た
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代
の
ド
イ
ツ
外
交
は
、

二
〇
一
〇
年
代
に
は
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
く
。
メ
ル
ケ
ル
政

権
（
二
〇
〇
五
〜
二
一
年
）
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

ま
ず
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
深
刻
だ
っ
た
の
は
、
基
本
原
則
た
る
「
二

重
の
西
側
結
合
」
の
結
び
つ
き
先
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
揺
ら
い
だ
こ
と
で
あ
る
。

　

特
に
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
、
も
は
や
「
リ
ベ
ラ

ル
な
国
際
秩
序
」
の
維
持
に
関
心
を
持
た
な
い
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

の
登
場
は
ド
イ
ツ
に
衝
撃
を
与
え
た
。
一
七
年
五
月
、
ト
ラ
ン
プ
の

訪
欧
直
後
に
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、「
も
は
や
わ
れ
わ
れ
が
他
国
に
頼

れ
る
時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
」
と
演
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト

ラ
ン
プ
個
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的
な
ア
メ
リ
カ
の
力
の
衰
退
と

い
う
現
実
に
ド
イ
ツ
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

「
西
側
結
合
」
の
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
、
一
〇
年

以
降
、
ユ
ー
ロ
危
機
、
難
民
危
機
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
右
翼

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
な
ど
、
危
機
続
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な

か
、
ド
イ
ツ
は
い
ま
や
Ｅ
Ｕ
の
中
核
的
な
存
在
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
例
え
ば
ユ
ー
ロ
危
機
対
応
で
迅
速
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
ず
、「
嫌
々
な
が
ら
の
覇
権
国
（
リ
ラ
ク
タ
ン
ト
・
ヘ
ゲ

モ
ン
）」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
一
五
年
に
メ
ル
ケ
ル
が
貫
徹
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し
た
寛
容
な
難
民
受
け
入
れ
政
策
は
、
人
道
的
観
点
か
ら
は
評
価
で

き
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
か
ら
他
の
Ｅ
Ｕ
諸

国
の
反
発
を
生
ん
だ
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お

け
る
反
リ
ベ
ラ
ル
な
政
権
の
登
場
は
、
自
由
民
主
主
義
へ
の
収
斂
と

い
う
想
定
が
近
隣
諸
国
に
す
ら
通
用
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
不
可
逆
に
進
む
と
い
う

ド
イ
ツ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
の
想
定
を
覆
し
た
。

 

「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代
の
ド
イ
ツ
外
交
の
想
定
を
裏
切
り
続
け
た
の

が
、
ロ
シ
ア
と
中
国
で
あ
る
。
一
四
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア

併
合
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
へ
の
軍
事
介
入
は
、
ロ
シ
ア
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
て
き
た
ド
イ
ツ
に
平
手
打
ち
を
食
ら
わ
せ
る

出
来
事
だ
っ
た
。
権
威
主
義
体
制
の
ま
ま
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も

大
国
と
な
っ
た
中
国
の
存
在
は
、
や
は
り
自
由
民
主
主
義
へ
の
収
斂

と
い
う
世
界
観
を
否
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代
の
想
定
が
崩
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
直
視
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
も
、

二
〇
一
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
つ
き
、

ド
イ
ツ
の
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
」
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
批
判
は
、
ト

ラ
ン
プ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
一
一
年
に
ゲ
ー
ツ
米
国
防
長
官

は
防
衛
支
出
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
以
下
の
加
盟
国
を
公
に
批
判
し
た

が
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
二
％
し
か
支
出
し
て
い
な
か
っ
た
ド
イ

ツ
へ
の
非
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
か
る
批
判
を
ド
イ
ツ
は
一
〇

年
以
上
受
け
流
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
一
四
年
以
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
対
し
て
、
メ
ル
ケ
ル

は
外
交
面
で
奮
闘
し
た
も
の
の
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
後
も
ロ
シ
ア
を
止

め
る
有
効
な
手
立
て
を
取
ら
ず
、
む
し
ろ
関
与
政
策
を
継
続
し
た
。

確
か
に
、
プ
ー
チ
ン
の
友
人
だ
っ
た
前
任
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
比
べ

れ
ば
、
メ
ル
ケ
ル
は
プ
ー
チ
ン
体
制
に
厳
し
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

ロ
シ
ア
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
を
改
善
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
も

メ
ル
ケ
ル
で
あ
る
。
中
国
に
対
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
対
中
脅
威

認
識
が
広
ま
る
な
か
で
、
ド
イ
ツ
は
緊
密
な
経
済
関
係
を
築
き
続
け

た
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
生
じ
た
の
が
、
二
〇
二
二
年
二
月
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
あ
る
。

「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
の
終
わ
り
？

　

度
重
な
る
危
機
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
観
を
崩
さ
れ
て
き
た
「
ポ
ス

ト
冷
戦
」
時
代
の
ド
イ
ツ
外
交
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

勃
発
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
の
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
冒
頭
で
紹
介
し
た

シ
ョ
ル
ツ
演
説
は
そ
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　

何
よ
り
も
、
ブ
ラ
ン
ト
以
来
の
「
東
方
政
策
」
の
伝
統
は
瀕
死
の

状
態
に
見
え
る
。
二
〇
一
四
年
を
経
て
も
な
お
、
と
り
わ
け
Ｓ
Ｐ
Ｄ
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周
辺
で
「
東
方
政
策
」
志
向
は
根
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
メ
ル

ケ
ル
政
権
の
外
相
だ
っ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ア
ー
は
、
一
四
年
一
二

月
の
『
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
分
は
「
東
方

政
策
の
遺
産
」
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ロ
シ
ア
と
の
「
対
話
」
に
尽

力
す
る
と
述
べ
て
い
た
。ま
た
、か
つ
て
の
同
党
の
有
力
者
プ
ラ
ツ
ェ

ク
は
、
二
〇
年
の
時
点
で
『
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
東
方
政
策
を
必
要

と
す
る—

—

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
ロ
シ
ア
』
と
い
う
本
を
出
版

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
二
年
四
月
に
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ア
ー
大
統
領
は

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
わ
た
し
た
ち
は
ロ
シ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
安
全
保
障
体
制
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
失
敗
し
ま
し
た
、
…
…
ロ

シ
ア
に
も
民
主
主
義
と
人
権
へ
の
道
を
歩
ま
せ
る
こ
と
に
失
敗
し
ま

し
た
」
と
総
括
し
て
い
る
（
こ
の
一
週
間
後
、シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ア
ー

は
キ
ー
ウ
訪
問
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
拒
否
さ
れ
た
）。

　

抑
止
や
防
衛
も
忌
避
し
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味

で
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代
の
ド
イ
ツ
外
交
の
世
界
観
は
決
定
的
に

砕
か
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
外
交
の
す
べ
て
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

シ
ョ
ル
ツ
演
説
は
、
安
全
保
障
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
重
要
性
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
結
束
の
必
要
性
を
改
め
て
強
調
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
む
し
ろ
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
西
側
」
自
体
が
揺
ら

ぐ
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
「
リ
ラ
ク
タ
ン
ト
」
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
が
、

今
後
ど
こ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
東
方
政
策
」
に
由
来
す
る
関
与
政
策
も
、
実
の
と
こ
ろ

死
ん
で
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
二
二
年
一
一
月
に
シ
ョ

ル
ツ
が
北
京
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
ド
イ
ツ
は
「
転
換
」
す

る
気
が
あ
る
の
か
と
い
う
憂
慮
を
国
内
外
に
抱
か
せ
た
。
た
だ
、
首

相
の
訪
中
に
国
内
か
ら
多
く
の
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
の
も
確
か

で
、
今
後
ド
イ
ツ
の
対
中
政
策
が
ど
ち
ら
に
振
れ
る
か
は
要
注
目
だ

ろ
う
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
邦

議
会
議
員
団
が
「
外
交
的
解
決
」
を
強
調
す
る
な
ど
、
い
ま
だ
「
東

方
政
策
」
の
伝
統
は
し
ぶ
と
い
と
言
え
る
。

　

冷
戦
終
焉
か
ら
二
二
年
の
「
第
二
次
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」

（
小
泉
悠
）
勃
発
ま
で
の
約
三
〇
年
を
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
時
代
と
す

る
な
ら
ば—

—

多
く
の
ド
イ
ツ
人
は
一
四
年
の
「
第
一
次
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
を
「
時
代
の
転
換
」
と
は
捉
え
な
か
っ
た—

—

、

そ
の
前
半
期
は
、
バ
ガ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
世
界
は
ド
イ
ツ
の

期
待
に
調
和
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
半
期
に

は
、
ド
イ
ツ
は
一
つ
一
つ
、
自
ら
の
外
交
政
策
の
支
柱
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
へ
し
折
ら
れ
て
い
っ
た
。
い
ま
ド
イ
ツ
外
交

は
、こ
の
半
世
紀
で
最
も
大
き
な
知
的
・
戦
略
的
な
挑
戦
と
向
き
合
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
●




